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出席率　   75.0%
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◆本日の寄付及び累計
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今年度の寄付金額一覧が来ています。（回覧）
本日は次年度委員会事業計画　宜しく。

本日のプログラム

5月20日（日）18時　
　屈斜路プリンスH
　弟子屈賞・職業奉仕賞　授与式
5月31日（木）　9:30　
　弟子屈町植樹祭・仁田　
　ロータリー植樹・奥春別
6月

8分区各RCから会報、プログラム（回覧）
本日例会終了後　理事会行います。

■次年度会長・竹森英彦君。　「奉仕のために行動を」２０１２～１３年度　ＲＩ会長は、戦後３人目となる日
本人　田中作次氏です。田中氏はテーマとして「奉仕を通じて平和を」を掲げてらっしゃいます。また、2500地区
ガバナー　櫻田正弘氏は、そのテーマに「心と心、笑顔と笑顔　　今奉仕のために行動を起こそう」を掲げてお
ります。本年度は前年度に引き続き「弟子屈賞」及び「職業奉仕賞」の顕彰を行い、これらの賞が広く町民に認知
されるよう、広報活動を行って参りたいと考えております。２０１３～１４年度より実施される「未来の夢計画」
に基づき、当クラブで実践できる事業を計画し次年度へつなげる。最低１名の増強を目指す。　■職業奉仕委
員会委員長・筒井庄一君　職業奉仕はクラブ奉仕の原点であり、奉仕の精神は「四つのテスト」そのものであり
、これを基本として道徳的水準を高め、自己の職業を通じて社会に貢献する事が重要な事であると考える。職業
奉仕スピーチの機会を増やし、職場訪問を通じて相互の職業を理解する。優れた職業人の活動表彰を実施する
。　■社会奉仕委員会　委員長　鈴木幸栄君　ロータリーの主活動は、職業奉仕にあるが、その多くは社会奉
仕委員会で実践の機会を得ている者と考え、地域社会との連携をとりながら、以下の活動を行いたい。人間尊
重　１）社会的弱者への支援（障害のある方々への理解と支援）２）社会治安の向上（防犯、防災、交通安全等）
３）才能ある人の発掘（弟子屈賞の授与）４）子育て支援（家族いもほり、早朝ラジオ体操会）５）募金活動（歳末
助け合い、災害支援等）② 地域発展１）職場訪問（異業種の理解）２）修行体験の受け入れ
③ 環境保全　１）植樹への参加協力（植樹祭、小規模学校への支援植樹）２）清掃美化活動（クリーンウォーク
参加、神社境内清掃等）④新世代　１）ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）への参加支援　２）新
成人への祝福（式典参加、記念品贈呈）　３）ロータリー文庫の充実への継続贈呈　■国際奉仕委員会　委員
長　木暮敏男君　クラブ内において国際問題に対する認識を深め、グローバル補助金プロジェクトに参加しま
す。ロータリー財団への年次寄付を実行します。米山奨学会の事業の意を会員と話し合い、積極的に寄付をして
いきます。青少年の国際親善に貢献する。■プログラム委員会　委員長　木暮敏男君　プログラムは例会の重
要性と多様性を基本とするもの、会員同士の親睦をより一層深めるもの、ロータリーの理解に役立つもの、地域
社会と交わりを深めるものを行う。■出席委員会　吉備津民夫君　ロータリークラブ会員は出席の価値と意義
を強調するよう奨励されています。ロータリー活動における出席率の向上に努めてまいります。■親睦委員会
委員長・池田勝秀君　親睦(Fellowship)が会員の「友情」・「友愛」を深めていき、個人個人のロータリアンをつ
ないでいるものと考えます。これらの精神に則って、各会員やそれを支える家族相互の「親睦」を深めるため、夜
間例会を実施し、会員同士によるコミュニケーション深めていきます。家族会や花見などを開催し、会員家族相
互の親睦も図っていきます。入会や誕生日など記念日に記念品を贈呈し、会員の祝福を行います。スポーツ交流
会などの親睦活動を通じて、一層の交流を深めていきます。■広報委員長・今井善昭君　竹森英彦会長の弟子
屈賞広報（重点目標）をうけ、従来のWEBのみならず町民へのロータリー理解に繋げる広報媒体を開発します。
■会計　伊藤幸雄君　迅速・適正・正確な会計を実践します。会計という「お金」の処理を通じて、大きな拠出意
義が創造できるよう努めながら「社会奉仕事業」を実践して行きます。■会場監督　小林寿男君　秩序を保ち、
ロータリークラブの威信を傷つけることなく、品位を高め、効率的な会合を推進するため、会長及び各委員長と
協調しながら円滑なクラブ運営に努める。例会の楽しい雰囲気づくり、クラブ来訪者に友好的な雰囲気の中でく
つろいでいただけるよう努める。例会は、私語を慎み、真剣に対応し有意義な時間を過ごせるよう努める。例会
時の座席が固定化しないよう努める。

池田勝秀君：欠席のお詫び。
竹森英彦君：誕生祝い、欠席のお詫び。

次年度委員会事業計画の報告


